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②持続可能な地域社会へ向けて
④史跡と緑の共生を目指します／⑤市民ホールの基本構想原案がまとまりました／⑥民生委員・児童委員名簿／⑧「ありがとう」に
ありがとう～できることから始めよう「市民活動J～／⑨小田原デジタルアーカイブがスタートします／⑩おだわら情報／⑫「片浦みか
んプロジェクト2010」始めました／⑬〈連載〉市民力／〈連載〉尊徳道歌のこころ／⑭いつまでも安心でおいしい水を届けるために！！

／⑯〈連載〉あの日あのとき小田原 (0数字はページ番号です）



持
織
i
J
籠
な

蜻
濾
社
会
へ
同
け
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
か
ら

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

平
成
2
0年
＂
月
に
設
置
さ
れ
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
検
討
委
員
会
」
で
は
、
市
民
が
主
役
と
な
り
、

知
恵
と
力
を
発
揮
し
、
生
き
る
喜
び
を
実
感
し
な

が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
持
続
可
能

な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
可
能
に
す
る
、
小
田
原

な
ら
で
は
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は

1
0月
2
1
日
に
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
報
告
書
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

〇
地
域
政
策
課

6
3
3
1
3
8
9

報
告
書
で
は
、
ま
ず
、
本
市
に
お
け
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
分
析
し
、
望
ま

れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な

3

つ
の
機
能
、
そ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
新
た

な
仕
組
み
と
な
る
「
地
域
運
営
協
謙
会
」
や
、

市
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

連
帯
意
識
の
希
薄
化
や
協
力
体
制
の
低
下
か

ら
、
解
決
の
難
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
現

れ
始
め
て
い
る
。

●
平
成
2
1
年
度
の
地
域
別
計
画
策
定
の
よ
う
に

課
題
の
把
握
や
目
標
の
共
有
、
解
決
に
向
け

て
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
新
た

な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
状
と
将
来
像

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
確
認
さ

れ
た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な
機

能
は
次
の
3

つ
で
あ
る
。

●
各
種
団
体
の
新
た
な
連
携

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
材

●
参
加
し
た
く
な
る
交
流
の
場
の
創
出

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

必
要
な
3

つ
の
機
能

地域活動の幅広い連携を
目指して

地域コミュニティ
検討委員会副委員長

市自治会総運合会長

石川信雄さん

自治会代表どして、市長から委員を

委託されました。自治会が健全に歩ん

でいるのは、諸先輩方の努力の賜物

であリ、地域への強い愛着がある各種

団体や委員の皆様の協力のおかげです。

この委員会には各種団体の代表のか

たが参加され、 2年間にわたってさまざま

な面から議論するこどができました。地域

ど市の役割を考え、今後の地域活動に

おける団体間の幅広い連携や、地域

住民の安全安Iいで住みよいまちづくヽ）を

目指すうえて、有意義であったど思います。

小田原の地域の可能性を
感じてし、ます

地域コミュニティ
検討委員会委員長

法政大学法学部教授
a わた よし 0こ

名和田是彦さん

今、小田原市だけではなく、日木全

国の自治体で、地域コミュニティの再建、

新しいコミュニティの確立が試行錯誤さ

れています。

地域社会に適したコミュニティの在リ

方を研究している私は、小田原市の大

きな可能性を感じています。地域で活

動している人やそれぞれの団体が、横

の連携を強めて相乗効果を発揮するこ

どがこれから必要であることを、多くの市

民が気づいているからです。

この報告書ては、その連携の具体的

な姿を提言しています。
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新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
と

し
て
、
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
地
域

全
体
を
包
括
す
る
組
織
で
あ
る
「
地
域
運
堂

協
議
会
」
が
必
要
で
あ
る
。

【
地
域
運
営
協
請
会
】
（
以
下
協
議
会
）

協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
仕

組
み
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
が
＿

丸
と
な
っ
て
課
題
解
決
へ
取
り
組
む
と
い
う

意
識
を
共
有
し
た
う
え
で
、
そ
の
た
め
の
連

携
組
織
が
必
要
と
認
識
し
、
行
政
と
＿
緒
に

議
論
し
な
が
ら
連
携
組
織
を
つ
く
っ
た
結
果
、

協
議
会
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
好
ま

し
い
。

◆
協
議
会
の
区
域

地
区
自
治
会
連
合
会
の
区
域
が
望
ま
し
い
。

◆
協
議
会
の
事
務
局

運
営
に
は
、
事
務
局
機
能
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
主
体
の
運
営
を
行
う
た
め
に
、
地
域

住
民
が
事
務
局
を
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
既
存
団
体
と
の
関
係

協
議
会
設
立
後
も
、
既
存
団
体
の
重
要
性

は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
協
議
会
の
各
部
会

の
中
で
他
団
体
と
の
協
慟
を
担
う
＿
方
、

独
自
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
よ
い
。

◆
市
と
の
関
係

地
域
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
市
が
認
定

す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
と
協
慟
を
進
め
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仕
組
み

◆
合
意
形
成
の
仕
組
み

意
思
決
定
は
、
透
明
性
、
公
平
性
な
ど
を
確

保
し
な
が
ら
多
く
の
住
民
の
意
思
に
沿
っ
た

合
意
形
成
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
が
望
ま
れ

る
。

◆
担
い
手
の
確
保

日
常
の
地
域
活
動
の
中
で
声
か
け
な
ど
を
大

事
に
し
、
P
T
A

や
団
塊
の
世
代
な
ど
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◆
財
源
の
確
保

地
域
に
お
い
て
は
自
主
財
源
の
確
立
も
望
ま

れ
る
が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
新
た
な
連

携
の
枠
組
み
を
設
け
、
行
政
と
と
も
に
協
議
、

実
践
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
行
政
も
そ
の

費
用
の
＿
部
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

【協議会設立のプロセス】

連
携
活
動
の
推
進

協
議
会
の
設
立

行
政
を
交
え
、
新

た
な
連
携
組
織
に

つ
い
て
の
議
論
・

検
討

• • 

連
携
組
織
の
必
要
性
を
地
域
内
へ
周
知 ー、

モデル地区での会議のようす

新
た
な
連
携
組
織
の
必
要
性
の
認
識

市
の
支
援
体
制

●
地
域
担
当
職
員
は
、
協
議
会
の
設
立
に
向
け

た
支
援
を
行
う
ほ
か
、
行
政
と
地
域
と
の
パ

イ
プ
役
と
な
っ
て
協
議
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

●
全
て
の
区
域
に
お
け
る
協
議
会
の
活
動
を
支

え
る
活
動
拠
点
の
配
置
を
基
本
方
針
と
す
べ

き
で
あ
る
が
、
市
の
財
政
状
況
や
地
域
の
財

源
の
規
模
か
ら
、
直
ち
に
全
て
の
地
区
に
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現
在
利
用
さ

れ
て
い
る
公
共
施
設
や
民
間
施
設
の
活
用
を

継
続
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

［協議会組織構成例】
I I 

地域運営協議会

---口画弓…- I 
I 

云I 

I 

I 

I 福祉部会
•福祉事業等

,----l 意思決定ト--·
' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 

環境部会
・環境事業等

育成部会
・膏少年育成事業等

市
で
は
、
こ
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、

協
議
会
の
設
立
な
ど
に
向
け
た
制
度
や
庁
内

体
制
の
検
討
·
整
備
を
行
い
、
協
譲
会
設
立

に
向
け
た
準
備
が
整
っ
た
地
区
の
相
談
へ
の

対
応
や
支
援
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

防災防犯部会
・防災事業
•バトロール等

構成
自治会
地区社協
民児協
青少年育成
小中学校PTA
ポランティア団体

地域の課題を共有し、
協議・調整を行う。

構成例
会長・副会長・

各部会長など
' 

デf出石礼
設立支援

基所晉司 所管課課
こ
管所

小田原市

事務局

` 
所管課
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【植栽管理計画の今後の進め方】

【植栽専門部会での検討】

史跡整備における植栽のあり方
短期実施計画に位匿付けた樹木の検証

【市民意見の集約l

［計画案の協議l

史跡小田原城跡潟査・整備委員会

神奈川県教育委員会
文化庁

【計画の決定】
小田原市教育委員会

［計画の許可等】
神奈川県教育委員会

文化庁

『
史
跡
小
田
原
城
跡
本
丸
・
ニ
の
丸
植
栽
管
理
計
画
』
を
適
切
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
運
用
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
®
文
化
財
課

6
3
3
1
7
1
8

広
報
お
だ
わ
ら8
月
1

日
号
な
ど
で
紹
介

し
て
い
る
『
史
跡
小
田
原
城
跡
本
丸
・
ニ
の

丸
植
栽
管
理
計
画
』
を
適
切
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
植
栽
専
門
部
会
の
設
置
な
ど
を

定
め
た
運
用
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
運
用
指
針
は
、
御
用
米
曲
輪
な
ど
の

史
跡
の
整
備
事
業
に
併
せ
て
行
う
植
栽
管
理

や
、
史
跡
整
備
を
待
た
ず
に
実
施
す
る
「
短

期
実
施
計
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
植
栽
管

理
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
方
針
を

定
め
た
も
の
で
、
史
跡
と
緑
の
共
生
を
図
り

な
が
ら
植
栽
管
理
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

一
●
植
栽
専
門
部
会
の
設
置

史
跡
整
備
や
、
「
短
期
実
施
計
画
」
の
植
栽

管
理
作
業
を
具
体
的
に
進
め
る
組
織
と
し
て
、

植
栽
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
専
門

[
設
置
時
期
]

平
成
2
2
年
度
中
に
設
置
し
ま
す
。

部
会
は
、
小
田
原
城
跡
の
整
備
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
史
跡
小
田
原
城

跡
調
査
·
整
備
委
員
会
の
も
と
に
置
き
ま
す
。

[
委
員
の
構
成
]

植
栽
専
門
部
会
は
史
跡
小
田
原
城
跡
調

査
·
整
備
委
員
会
の
城
郭
·
都
市
工
学
·
造

園
を
専
門
と
す
る
委
員
の
ほ
か
、
植
物
、
環
境
、

造
園
技
術
等
の
分
野
の
専
門
家
、
市
民
で
構

成
し
ま
す
。

●
植
栽
管
理
計
画
の
今
後
の
進
め
方

[
植
栽
専
門
部
会
で
の
検
討
]

史
跡
整
備
に
お
け
る
植
栽
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
あ
る
樹
木
を
1

本
1

本
ど
の
よ
う

史
跡
と
緑
の
共
生
を
目
指
し
ま
す

に
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
新
た
な
植
栽
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
計
画
の
策

定
段
階
か
ら
植
栽
専
門
部
会
に
お
い
て
協
議

し
、
史
跡
整
備
計
画
案
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
「
短
期
実
施
計
画
」
に
位
置
付
け
た

樹
木
に
つ
い
て
は
、
植
栽
専
門
部
会
に
お
い

て
ど
の
場
所
か
ら
行
う
か
協
議
の
う
え
、
1

本
1

本
現
地
で
具
体
的
に
検
証
し
、
実
施
計

画
案
（
＊
）
を
ま
と
め
ま
す
。

＊
こ
こ
で
い
う
実
施
計
画
案
は
、
伐
採
が
必
要
と
判

断
し
た
り
、
枝
下
し
や
整
枝
が
必
要
な
樹
木
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
姿
が
ふ
さ
わ
し
い
か
な
ど
、
実

際
に
作
業
を
行
う
造
園
業
者
に
具
体
的
に
指
示
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

[
市
民
意
見
の
集
約
]

植
栽
専
門
部
会
が
取
り
ま
と
め
た
史
跡
整

備
計
画
案
や
実
施
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
市

民
説
明
会
や
現
地
見
学
会
を
開
催
し
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
市
民
の
意
見
や
提
案
を
集
約
し

て
、
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
ま
す
。

[
計
画
案
の
協
議
・
決
定
]

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
練
り
上
げ
た
計
画

案
を
、
史
跡
小
田
原
城
跡
調
査
・
整
備
委
員

会
等
と
協
譲
し
、
そ
の
成
果
を
も
っ
て
市
教

育
委
員
会
が
成
案
（
決
定
）
と
し
ま
す
。

[
計
画
の
許
可
等
]

計
画
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く

現
状
変
更
許
可
申
請
が
必
要
な
場
合
は
、
神

奈
川
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
文
化
庁
の
許

可
を
得
ま
す
。

史
跡
小
田
原
城
跡
は
、
豊
か
な
歴
史
を
持
ち
、

海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
か
け

が
え
の
な
い
郷
土
の
文
化
遺
産
で
す
。
市
で
は
、

こ
う
し
た
場
所
と
し
て
市
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
、
安
全
に
快
適
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
史
跡
と
緑
の

共
生
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
準
備
会
に
よ
る
検
討

市
で
は
、
開
館
か
ら
約
半
世
紀
が
過
ぎ
、
老

朽
化
し
た
小
田
原
市
民
会
館
に
代
わ
り
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
の
新
た
な
芸

術
文
化
創
造
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
市

民
ホ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
1
2
月
、
学
識
経
験
者
や
ホ
ー

ル
の
専
門
家
、
市
の
文
化
団
体
代
表
者
な
ど
を

メ
ン
パ
ー
と
す
る
「
市
民
ホ
ー
ル
建
設
準
備
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

準
備
会
で
は
、
ま
ず
「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
構

想
」
の
原
案
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
1
2
回
の
会
議
を
開
催
し
、
こ
の
う
ち1
回

は
市
民
と
準
備
会
委
員
と
の
「
意
見
交
換
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
譲
論
を
深
め
る
た
め
、

都
内
や
県
内
に
あ
る
先
進
的
な
公
立
文
化
施
設

の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

●
基
本
構
想
原
案
の
ポ
イ
ン
ト

こ
の
度
、
準
備
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
を
と
り
ま
と
め
、
「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
構

想
」
の
原
案
と
し
て
市
に
報
告
し
ま
し
た
。

準
備
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
市
民
ホ
ー
ル
基

本
構
想
」
の
原
案
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
に
は
、

芸
術
文
化
を
と
お
し
て
市
民
の
創
造
性
を
喚
起

ひ
ら

し
、
小
田
原
の
歴
史
・
文
化
的
な
資
産
を
拓
く

役
割
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
は
、
小
田
原
を
文
化

創
造
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必

9月 1 日開催の市民ホール建設準備会「意見交換会」のようす

昨
年
1
2
月
に
設
置
さ
れ
た
「
市
民
ホ
ー
ル
建
設
準
備
会
」
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
の
基
本
理

念
や
基
本
方
針
な
ど
、
ホ
ー
ル
整
備
の
核
と
な
る
事
柄
に
つ
い
て
謙
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
が
ま
と
ま
り
、
市
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

0
文
化
交
流
課

要
な
「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
小
ホ
ー
ル
や
展
示
施
設
な
ど

の
内
容
、
管
理
運
営
手
法
、
市
民
参
加
の
重
要

性
や
、
景
観
へ
の
配
慮
、
今
後
の
整
備
に
当
た
っ

て
の
提
言
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
準
備
会
の
原
案
を
も
と
に
、
「
市
民

ホ
ー
ル
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
こ
と

を
定
め
た
基
本
計
画
の
策
定
や
、
拡
張
用
地
の

取
得
を
進
め
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
整
備
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
事
業
や
運
営
を
市
民
参

加
に
よ
り
展
開
す
る
こ
と
で
、
小
田
原
が
本
来

持
っ
て
い
た
魅
力
を
磨
き
、
ま
ち
に
活
力
を
あ

ふ
れ
さ
せ
る
、
そ
う
し
た
将
来
像
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
描
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。一ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の
「
分
野
別
か

ら
探
す
」
の
「
生
涯
学
習
／
文
化
」

内
の
「
市
民
ホ
ー
ル
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

●
今
後
の
市
の
取
り
組
み

6
3
3
1
7
0
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市
民
ホ
ー
ル
の
基
本
構
想
原
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

●説明会を開催します
市では、準備会が取りまとめた「市民ホール
基本構想」の原案を、市民の皆さんにこ説明
します。お気軽にお越しください。
【市民会鱚会場】 1 月 13日（木）午後6時～8時
【マロニエ会場】 1 月 14日（金）午後6時～8時
※事前申し込みは不要です。

●意見を募纂します
「市民ホール基本構想」の原案に対する市民の皆さんの
意見を募集します。原案は市役所文化交流課、支所・
連絡所、市ホームベージなどでこ覧になれます。
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地区名
下苦我I苔我原

臼我谷津
苔我岸・苔我山岸

蓮正寺第2 長尾霰治 70区-1 ば睫戌＇子 苔我別所

蓮正寺第3 神野功二 70区-2 岩田隆一 臼我神戸

蓮正寺第4 礫総伸子 70区3 太田武子 主任児垂委貝 佐宗呂子
蓮正寺第5 木村晃一 網一色ー1 金親吾学 主任児垂委貝 小泉由利

蛍田駅前・蓮正寺住宅 塚田正子 網一色-2 野月繁乃 国府津 国府津1 区・ 2区 亀田裕三
蛍田中央 渾地松次郎 主 委貝 琴[IlT 佳it 国府津3区4区 旦野明美
霞ノ瀬狩川 原烏宰子 主＇ 委貝 露木光訓 国府津5区 6区 倉準

蛍生会1 中島醤芳 下府中 下堀（東 吉田好男 国府津7区 神尾彰野

殴田・蛍生会2 塁野優子 下堀匹） 小林君子 国府津8区 和田典子
飯田岡東 榊昭子 中里1区lA 礫至 国府津9区 大川紀江

中苔根·l 飯田ヨシ子 中里1区18 大烏安治 国府津10区1 尾
中笞根·2 佐藤時代 中里1区2 原幸造 国府津10区-2
平苔根-3 諏訪部絹恵 中里2区1 渡遷洋子 国府津11区1

頑乏内東 酒□松男 中里2区2 松村いづみ 国府津11区-2

堀之内中 岩崎臣男 矢作（下） 高橋裕子 国府津11 区-3

堀之内西 阿邦千津子 矢作（上） 田中美恵子 国府津12区 下川雅江

主任児里委貝 石坂照子 南覗宮 1区 香坂功醤 国府津13区・ 14区 野地匡江

主任児里委貝 石井恵子 南鴨宮2区1 /J潟誼薄 国府津15区1 折金典男
宮水 飯田岡本村 橋本尚信 南鴨宮2区-2 藤本恵雙子 国府津15区-2· 19区 和田幸夫

飯田岡若宮 高橋UJ)ぷ 南鴨宮3区 須田玲子 国府津16区 田代篤子

飯田岡飯中 内田敬子 南覗宮4区 山岸都子 国府津18区 岩沢好子
飯田岡楠 大渾孝子 南鴨宮5区 平川宰子 主任児垂委貝 矢烏ケイ
柳新田 渡遵みどり 鴨宮2区1 天野久美子 主任児垂委貝 石井孝代

小台 市川昭維子 鴨宮2区2 尾崎徹 酒匂 酒匂 1 区・ 17区 布施買
池田 中野桂子 鶉宮3区 鈴木新一 酒匂2区・4区 坂田逸司
新屋·l 鑓和田健治 鴨宮4区1 秋渾益美 酒匂3区・ 13区 磯総一子
新屋·2 木村宰枝 鶉宮4区2 中島久美 酒匂5区・ 15区
府JI I 矢ヶ村直廣 鴨宮5区1 津田典信 酒匂6区

友百哀― 井上奈美子 鴨宮5区·2 古藤みどり 酒匂7区・ 14区
山口ひさ 大道 三好宰枝 酒匂8区1

北ノ窪1 木村栄子 主任児堅委貝 柏木英宰 酒匂8区2

北ノ窪2 押田房枝 主任児垂委貝 杉山久恵 酒匂9区・ 10区 日下部透

上満水新田 罵場照子 桜井 寺下・浅原 南雲賣子 酒匂 11区1 二見昭
下渚水新田 岩田紀孝 高河原ー1 砂子宰子 酒匂 11区2· 16区 和田国

穴器1 松谷いづみ 高河原-2 高橋昇子 酒匂12区1 鎌田信子

穴器2 輯井雙恵子 河原庭 秋山恵雙子 酒匂12区2 木目田マリ
穴部新田 小林財子 西之庭・新屋敷 内田美枝子 小八幡 1区1 ·2区2 大木雅子
主任児里委貝 柳井由美子 柳町・濤流荘 邊見直雙 小八幡 1区-2·2区1 寺烏英枝
主任児里委貝 佐々木恵生 東栢山学校前（東） 羅田きみ 小八幡3区A区 鈴木修一

久野宮本·l 畑敏子 東栢山学校前偲j) 長崎民夫 /JI八幡5区6区 高澤衛

宮本·2 服部俊男 東栢山城北·l 中村悦子 小八幡8区 片瀬満
宮本3 久保寺征一 東栢山城北·2 小泉美図代 /JI八幡9区・ 10区

堅哀坂下福下一··台2l ・北久保
多田宰雄 東栢山道下 小渾治枝 主任児垂委貝
松浦正 東栢山中の町 若林とも子 主石任橋児垂委貝
岡村悦子 東栢山道上·l 小松敏男 片浦

下宿·l 江木和子 東栢山道上·2 安藤昭男 米神

下宿·2 辻美智子 西栢山（東） 木村哲郎 根府川 山本由
中宿 遠藤譲 西栢山ほ§) 安藤邦子 江之浦 高橋卓也
璽山 掬川光美 弥生·l 新井マサ子 主任児垂委貝 海野みち
中久野 塁野操 弥生·2 和木公子 主任児垂委貝 櫻井千史

留湯・坊所 山崎置一 主任児垂委貝 渡遵裕美 笞我 上臼我. 19我大沢 星野干
三国・欠ノ上 小石川雙津代 主任児垂委貝 高橋ひとみ 中河原明月山岸 代田要

鉛原・諏訪原・和留沢 戸倉次朗 豊川 飯泉1区西 門松一枝 下大井 長田廉子

サニータウン 12月 1 日現在定 飯泉1区北 山室秀子 鬼柳 杉崎和子
主任児里委貝 山田悦子 飯泉1区南 門松利親 吾木 日野岡雙

主任児里委貝 田中由香里 飯泉2区 八森綾子 籠場 湯JI I哲夫
大窪 158区 田島昭子 飯泉3区 片含静江 花里 池

58区·l 12月 1 日現在定 東成田（下） ｷl 湯本悦子 主任児垂委貝 前湯典
58区-2 矢吹昭子 東成田（下） -2 米山友規枝 主任児堅委貝
60区 住吉律子 東成田（上）・成和 栢沼千代美 橘南 西l 区・ 2区・JRアパ―F
61区·l 伊藤由紀子 西成田 松下範子 中宿

61区-2 巽美酋子 桑原1 渾地すみ子 向原

62区·l 秋山和恵 桑原2 ・冨士見 加藤和子 町屋 石塚l
62区-2 服語ふく江 貝 水野秀子 押切・羽根尾 小澤安子
63区 Ill向良江 主＇ 貝 佐藤公生 主任児垂委貝 宮瀬一枝
64区 秋山悦子 上府中 高田別堀西 足立美和子 主任児垂委貝 培井宰美

主任児里委貝 山田信子 高田別堀南 長谷川トキ子 橘北 中村原1区・住宅 内藤克子
主任児里委貝 J ll向由起子 高田別堀東 高野昭芳 中村原2区 長谷川礼

早川木地挽-1 ｷ2 加藤信子 上千代-1 杉山輝雄 中村原3区 6区・ 7区 飯田一枝
木地挽3 小野利枝 上千代-2 田遵淳子 /JI船 1 区 志渾俊之
木地挽4 下田勝也 上原 冨田麻里 Jj鉛2区・山西 佐藤一夫
早稲田 伊藤初恵 下千代 /J塩千悪 小竹（下・坂呂・打越・脇）•明沢 小澤照良

向口 青木かつ子 永塚·l 木村絹代 上町・沼代 頁璧一夫
西組 青木雙恵子 永塚·2 用辺紀子 橘団地一般住宅 加藤嘉彦
平組 青木祐伸 東大友 吉本順 橘団地共同・若葉台 酒井正
頁 露木弘子 西大友 松蝙克夫 さつきが丘・湘南橘台 相田裕二

主任児里委貝 相原久花 延渚 伊東たか子 主任児垂委貝 小宮博子

主任児里委貝 佐藤直英 主＇ 委貝 石井律子 主任児垂委貝 北薮ルミ
長谷川住子
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塁「小田原を盛り上げる民の力」
文加藤憲一

私は市長就任以降、 「希望と活力あふれる小田原」を目指し、

地域経済振興や市民活力向上につながるさまざまな取リ組みを

立ち上げ、またそれに呼応する民間の動きを促してきました。 ここ

に来てそれらの仕込みが徐々に形になリつつあリ、心強く思って

＼ヽます。

まずひとつは、小田原の中からの動き。小田原がもつ地域資

源に着目し、 10のテーマで昨年 12月にスタートした「無尽蔵プロ

ジェクト」は、具体的な動きが活発化しています。 「ウォーキング

タウン小田原」では、清閑亭を拠点としたウォーキングイベントや

多彩な文化芸術活動などが繰リ広げられ、活況を呈しています。

「食の小田原」では、子どもから大人まで一緒に安全な食を生

み出す教育ファームづくリが進み、マルシェ（市場）が開催される

ようになリました。 「ものづくリ・デザイン・アート」では、地場の伝

統工芸の担い手と、新しく小田原で活動を始めた工芸・芸術の

担い手の交流が始まリました。 「小田原ならではの住ま＼ヽづくリ」

では、小田原産木材が強度的に問題ないことが立証され、家づ

くリやまちづくリにおける木の活用へと検討が進みつつあリます。

10のテーマ以外にも、新たなテーマが民間団体の皆さんから持

ち込まれ、その裾野はさらに広がっています。

もうひとつは、小田原の外からの動き。先行き不透明な時代の中、

豊かな生活文化を育てたリ、持続可能な社会システムづくリヘの

チャレンジが、官民を問わずさまざまな地域や分野で進んでいた

リしますが、それらの情報や担い手の交流、さらには新しいモデ

ル作リなどの全国区の動きが、小田原を舞台に行われることが

増えているのです。例えば、 「木の建築フォーラム」 (10/16

~17) では、国内屈指の林業事業者や、木造建築の権威、ま

ちづくリ分野の専門家などが集い、 「小田原を優れた木造建築

のメッカにし、その分野を目指す若者たちの学びの場にしてはどう

か。力になリたしヽ」とのエールを頂きました。また、これからの地

域づくリや人づくリを語リ合う「第3回ローカルサミット」（10/22

~24) では、主催者から「小田原には羨ましいくらい全ての素材

がそろっている。新しい時代に向けての小田原モデルをつくろう。

私たちも応援する」との激励。このような提案が、ほかにも持ち込

まれています。小田原における「持続可能な市民自治のまち」へ

の官民のさまざまな活動やピジョンに共鳴もしくは呼応した人や情

報が、集まリつつあるのです。

小田原の内か芦第3回口て了―`
ら外から、民の力 _ 」 カルサミ
が小田原を元気に

しようと動き始めて

います。この流れ

をしっかリと捉え、

小田原を大きく育

てるうねリにしてい

きましょう。
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古川正夫
山口正隆

関野フミェ
染野ひで子
頁璧洋吾
高野博宰
松本明
池田法枝

小林泰一
黒柳醤昌

須山写夫
田口正道

固華
中島秀子

進藤邦江

村山京子
絨罐渚美

山崎由起子
菊地洋一
石黒省二
中島公子
石田玲子

加藤マツェ
泰田宰枝

宮本純

山田昭子

和田頁理
田近公榮
12月 1 日
藤間敬子
尾上弘美
鈴木雙知

加藤芳
望月政江
川原裕子
朝見雙子
石川啓子
相田春子
五十嵐博

小野雙代子
目良宰子
本多孝
中津川頁

寧ろ
l」西道子

京培ふく；

瀬戸呂子
田村雙津子
山岸勝
山田敏夫

上田純子
石川美和子
三宅恵錘
野島千津子

出野正一
青柿節子
山口亘子
小林節恵
浜総政廣
田中里英
本多雙恵子
久保恒明
高田良子
南千悪子
藤田容子
岡田健

市川初江

堀川渚子
岡淫和江

田中真理子
別生憲一
小渾良弘
山田泰彦
永田久雙
詰和子
佐久間紀
野頓伺子

罵場潤子
横山孝之



2二→、一＾
11月7日開催のサポセン祭り「スプレーアート」実演中

「
地
域
や
社
会
の
た
め
に
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
、
ま
ず
や
っ
て
み
よ

ぅ
＂
＂
」
と
い
う
気
持
ち
を
原
動
力
に
行

う
市
民
活
動
。
今
ま
で
、
「
奉
仕
」
と
い

「
市
民
活
動
」

®
地
域
政
策
課

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

6
3
3
1
4
5
8
 

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
、
市
民
活
動
の
一
っ
で
あ
り
、

地
域
貢
献
や
自
己
実
現
の
―
つ
の
手
段

と
し
て
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
形

に
す
る
」
「
自
分
に
で

き
る
こ
と
が
誰
か
の
役

に
立
っ
て
い
る
」
と
い

う
生
き
が
い
や
、
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

何
げ
な
く
行
っ
た
こ

と
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
、
「
自
分

の
た
め
」
で
は
な
く
「
必

要
と
し
て
い
る
人
の
た

め
」
に
行
う
こ
と
が
市

民
活
動
で
す
。

ま
ず
は
、
興
味
の
あ

る
分
野
で
、
で
き
る
範

囲
で
、
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
あ
り
が
と
う
こ,'
し

ー

り
力
と
う

ーイち
呑しピ、
ゎ—\-

市民活動をた
たえあう社会
を目指し、市

長が市民を代
表して感謝の
意を伝えるた
めに発行する
カードです。

自薦他薦は問いません。゚

•ここみ●ー＂

ヽ●●鼻...

•ヽ•.......'"鯰●9,.,

: •:：ぷげ：：、9
9贔重9...,..

..... r•l~ !.-

チ少―ノ氣謬聾い応、甕戸炉
市では、たくさんの「ありがとう」があふれる、豊かなまちづくりを目指して
います。市民活動を応援するいろいろな制度をぜひご活用ください。

噛
｛
デ

馨
ぢ

ミーティングルームや作業ス

ペースの利用、印刷機など
の提供といった市民活動団体

への支援だけでなく、市民活
動についての相談を受け、活

動団体やイベントなどの具体
的な紹介を行っています。
場所市民会館4階

n22-8001 
開所時間
午前9時～午後9時30分

休館日
月曜（月曜が祝日の場合はそ
の翌日）年末年始

i 
ーサポートセンターの管理
運営を行う、 NPO法人

---—市民活動を支える会理
．、—·←事長の椎野典子さん。

ー市民活動のPRや相談

も受けています。 —-J 

雲畠金
〇「始めてみよう」は
スタートアッブコース
（上限10万円）

0「より良くしよう」は
ステッブアッブコース
（上限30万円・対象車業費

のl/2以内）

「活動資金が足りない」という団体を後押し
するための補助制度です。
これから始めようとする事業が対象のスター
トアップコースと、すでに実施していること
をより発展拡充する事業が対象のステップ
ァップコースの2つのコースがあります。申
請書類や公開プレゼンテーションによって事
業内容を審査し、交付事業を決定します。
現在、平成23年度の交付事業を、平成23

年1 月21 日⑥まで募集しています。
詳しくは、公共施設に設置してある応募の
手引きまたは市ホームページをこ覧ください。

ァぅ繹
皆さんが市民活動を行っているとき（活動
場所への行き帰りを含む）に起こった事故に
対する補償制度です。事前登録は不要です。

※対象とならない場合もありますので、ま
すはこ連絡ください。

トップページ中央の「分野別から探す」の「市民活動／
地域•国際交流」内の「市民活動」をクリック。

8
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小田原城天守閣復興のようす（昭和35年完成）

家
の
大
掃
除
を
し
た
と
き
、
部
屋
の
片
隅
か
ら
ふ
っ
と
出
て
き
た

1

冊
の
古
い
ア
ル
バ
ム
。
子
ど
も
の
頃
の
家
族
写
真
、
懐
か
し
い
ま
ち

の
風
景
…
。
古
い
ア
ル
バ
ム
が
伝
え
る
思
い
出
は
、
誰
に
と
っ
て
も

大
切
な
宝
物
で
す
。

市
制
施
行
か
ら
7
0年
を
迎
え
た
市
で
は
、
そ
う
し
た
宝
物
が
、
時
の

流
れ
と
と
も
に
人
々
の
記
憶
か
ら
薄
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
「
小
田
原
テ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

®
広
報
広
聴
室

6
3
3
1
2
6
3

市剃厖行70屈年＃業

., 
｀：蘭編｀ヤ→＝ 9‘‘ 

ぶり定置網の引き上げのようす（昭和初期頃）

貴
重
な
写
真
や
映
像
、
歴
史
的
資
料
な
ど
を
保
存
・
整
理
・
活
用
し
て
い
き
ま
す

小
田
顧

テ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
フ

時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
、
こ
の
小
田
原
も

姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
々
に
生
き
た
人
々

の
姿
や
生
活
、
風
景
、
ま

ち
な
み
な
ど
は
、
今
も
な

お
私
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
小
田
原
の
記
憶
と
も
言
え
る
貴
重
な
写

真
や
映
像
、
歴
史
的
資
料
な
ど
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
行
政
な
ど
か

ら
継
続
的
に
広
く
収
集
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

保
存
・
整
理
し
て
い
く
こ
と
で
、
劣
化
・
散
逸
・

消
減
の
危
機
か
ら
守
り
、
~
小
田
原
の
未
来
々

へ
と
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

収
集
し
た
資
料
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
な
ど
を
使
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
地
域
の
き
ず
な
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
小
田
原
の
魅
力
を
市
内
外

に
広
く
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

が
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

「
小
田
原
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
は

寺山神社の鹿島踊り（昭和55年、根府川地区）

事
業
の
開
始
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写
真
に

ま
つ
わ
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
と
と
も
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
素
材

「
写
真
」
（
デ
ジ
タ
ル
写
真
ま
た
は
プ

リ
ン
ト
写
真
）

〇
募
集
テ
ー
マ

「
昔
の
小
田
原
」
ま
た
は
「
将
来
に
残

し
た
い
小
田
原
」
（
風
景
、
ま
ち
な
み
、

四
季
折
々
の
自
然
、
建
物
、
市
民
の

生
活
・
文
化
、
地
域
の
お
祭
り
な
ど
）

®
活
用
方
法

〇
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
事

業
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

〇
写
真
は
広
報
広
聴
室
で
選
定
の
う

え
、
来
年
度
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
や
刊
行
物
な

ど
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

〇
応
募
方
法

メ
ー
ル
、
電
子
申
請
、
広
報
広
聴
室

に
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
、
支
所
・

連
絡
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
募
集
要
領
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 小

田
顧
の
匿
史
を

禰
鱚
る
写
真

, 
広報小田原 2010年12月1 日号



0
．
予
約

〇
警
防
課

ビ

6
3
3
1
3
8
6
 

嘔
6
4
9
4
4
2
1
 

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
る
こ
の
季
節
0

I
 

慌
た
だ
し
く
な
る
と
、

火
の
始
末
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、
火
災
の
危
険
一

゜

性
が
高
ま
り
ま
す

歳
末
火
災
特
別
警
戒
で
は
、
市
消
防
本
部
、
一

消
防
署
、
消
防
団
が
、
警
戒
・
警
備
体
制
を
一

市
民
窓
口
課

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
3

年
で
す
。
一

電
子
証
明
奮
は
所
得
税
の
電
子
申
告
に
必
要
一

に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
直
前
は
、
更
新
な
一

ど
の
手
続
き
で
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一

証
明
奮
発
行
作
業
に
は
2
0分
前
後
か
か
る
一

た
め
、
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
速
や
か
に
手
一

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
電
話
予
約
を
ご
利
用
一

く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
奮
の
更
新
は
、
有
効
期
眼
の

3
-

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。
—

※
予
約
を
し
た
場
合
で
も
、
多
少
お
待
ち
い
一

強
化
し
、
大
型
店
舗
な
ど
の
特
別
査
察
、
皆

さ
ん
の
防
火
意
識
を
忘
め
る
た
め
の
広
報
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
火
災
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
も

心
掛
け
、
火
災
の
な
い
明
る
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

S

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
発
行
•
更
新
の
電
話
予
約S

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
1
日
に
取
り
扱
い
が
で
き
る
件
数
に
は
銀

り
が
あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

0
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
更
新
の
か
た
の
み
）

〇
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

0
手
数
料

5
0
0

円

0
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
奮
の

パ
ス
ワ
ー
ド

※
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
も
う
一
度
、
火
の
用
心
」

歳
末
火
災
特
別
警
戒

1
2月
2
6日
（
日
）
ー3
1日
（
金
）

0
防
災
対
策
課

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
一

か
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
東
海
地
震
や
神
一

奈
川
県
西
部
地
震
な
ど
の
、
大
規
模
な
一

地
震
の
切
迫
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

道
路
沿
い
に
多
く
見
ら
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
一

塀
は
、
地
震
な
ど
で
倒
壊
し
、
人
が
下
一

敷
き
に
な
っ
た
り
、
避
難
や
救
助
・
消
一

火
活
動
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
一

す
。
危
険
な
塀
を
な
く
し
、
安
全
な
ま
一

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
一

・平成19年新潟県中越沖

r 地震による被害のようす

地
震
に
備
え
、
危
険
な
塀
を
撤
去
し
ま
し
ょ
う

S

補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
S

6
3
3
1
8
5
5
 

●
危
険
な
塀
等
撤
去
促
進
事
業

補
助
制
度

市
で
は
、
伝
危
険
な
塀
（
※

1

）
の
撤
去
々

や
ぷ
エ
け
垣
へ
の
転
換
々
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
工
事
前
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
用

い
て
築
造
し
た
塀
ま
た
は
門
柱
で
、
道

路
（
※
2

）
面
か
ら
の
忘
さ
が
1
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の
が
対
象
で
す
。

補
助
金
額

〇
塀
の
撤
去

道
路
に
面
す
る
塀
の
長
さ
ー
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
8

千
円
、
上
眼

2
0万
円

0
生
け
垣
築
造

道
路
に
面
す
る
生
け
垣
の
長
さ
1

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
6

千
円
、
上
眼

1
5

万
円

・
工
事
見
積
り
額
が
補
助
金
の
額
を
下
回
る

場
合
は
、
補
助
金
額
は
工
事
見
積
り
額
に

な
り
ま
す
。

•
生
け
垣
築
造
は
、
塀
の
撤
去
を
伴
う
場
合

に
銀
り
ま
す
。

(
※
1
)傾
斜
が
著
し
い
、
風
化
、
ひ
び
割
れ

な
ど
が
激
し
い
塀
゜

(
※2
)
国
、
県
、
市
が
管
理
す
る
道
路
、
建

築
基
準
法
第
4
2条
に
定
め
る
道
路
。

くイベント中止のお知らせ＞おだわらいふ l l 月 15日号14ページ中、 12月8日（水）に予定していた
「子育てひろば おだっこ」は都合により中止になりました。 10 
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みい

左から三井和夫社長、加藤市長、山口英彦総支配人

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
は
、
2
0

1
0

年
日
本
国
内
の
最
も
優
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
贈
ら
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
の

『
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ゾ
ー
ト
賞
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
は
、

2
0
0
5

年
か
ら
4

年
連
続
で
ス
パ
部
門
の
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
と
は
全
世
界
の

旅
行
関
連
企
業
や
個
人
の
投
票
で
決
定
さ
れ
る
、

最
も
名
営
あ
る
賞
で
す
。
こ
の
機
会
に
世
界
が
認

め
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

6
3
3
1
3
7
9
 

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

リ
ゾ
ー
ト
賞
を
受
賞

園
企
画
政
策
課

志
村
学
さ
ん

■
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
＂
＂

無
事
故
で
年
末
笑
顔
で
新
年

1
2月
1
1日
（
土
）
i2
0日
（
月
）
は
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

〇
暮
ら
し
安
全
課

年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

で
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

飲
酒
に
か
か
わ
る
交
通
事
故
は
、
平

下
堀
自
治
会
長

一
成
1
9
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
厳

一
罰
化
に
よ
り
、
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

—
依
然
と
し
て
小
田
原
警
察
署
管
内
で
も

一
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る

下
堀
自
治
会
で
は
、
「
地
域
の
安
全
一

は
地
域
で
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
、
平
一

成
1
8
年5
月
か
ら
美
化
清
掃
を
兼
ね
て
、
一

地
域
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
総
勢
4
1
人
で
一

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
1
年4
月
か
ら
は
、
矢
作
小
学
i

校
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
毎
日
、
一

1
2
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
挨
拶
運
動
も

し
な
が
ら
の
登
校
時
の
交
通
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

6
3
3
1
3
9
6
 

悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。
＿
人
＿
人

が
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
「
し
な
い
！
」

「
さ
せ
な
い
！
」
と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
そ
の

日
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す

な
ど
を
日
誌
に
記
録
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
間
で
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

地
域
内
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
通
じ
て
、
顔
見
知
り

を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
の

防
犯
力
を
志
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
自
治
会
で
は
、

都
市
計
画
道
路
「
穴
部
国
府

津
線
」
の
開
通
を
来
年
に
控

え
、
沿
道
開
発
な
ど
地
域
に

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
防
犯
や

交
通
安
全
な
ど
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

翌校時の交通指導

11 広報小田原 2010年12月1 日号



、1、田応·`
勺r如c／危真員
t 

か
ま
ぼ
こ
や
梅
干
し
な
ど
と
同
様
に
、
こ
~

の
地
域
を
代
表
す
る
名
産
品
で
あ
る
「
み
か
~

ん
」
。
し
か
し
現
状
は
、
後
継
者
不
足
や
、
~

採
算
性
な
ど
の
問
題
か
ら
生
産
量
は
激
減
し
、
i

そ
の
将
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
~

そ
こ
で
、
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
小
田
~

原
ス
タ
イ
ル
の
情
報
発
信
」
の
取
り
組
み
と
~

し
て
、
小
田
原
み
か
ん
の
価
値
を
高
め
る
た
i

め
、
ま
ず
は
片
浦
地
区
で
、
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
~

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

は

み
か
ん
の
里
と
し
て
名
を
馳
せ
た
小
田
原
~

み
か
ん
の
プ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
生
産
か
~

ら
流
通
ま
で
を
一
括
化
す
る
こ
と
で
、
み
か
~

ん
農
家
の
か
た
が
た
に
も
利
益
を
も
た
ら
し
、
i

み
か
ん
産
業
を
再
構
築
し
ま
す
。
ま
た
販
売
~

す
い
じ
ょ
う

価
格
の
一
部
は
『
報
徳
推
譲
金
』
と
し
て
積
~

み
立
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
~

この冬の「お峻暮用みかん」の販売も始め
ました。このためにデザインしたオリジナル
の賭答箱に入ります。お世話になったかた
に、小田原のみかんを謄りませんか。その
売り上げが、みかんの再生にもつながります。

今
、
片
浦
み
か
ん
は
、
地
元
の
小
田
原
で
さ
~

え
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
~

そ
れ
は
生
産
量
が
た
い
へ
ん
少
な
い
た
め
で
す
。
~

市
場
に
出
回
る
に
は
、
流
通
す
る
だ
け
の
量
が
~

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
狭
く
て
急
傾
斜
地
と
い
~

う
片
浦
地
区
の
立
地
条
件
と
、
お
い
し
い
み
か
i

「
プ
ラ
ン
ド
化
」
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

こ
の
「
片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

軌
道
に
乗
れ
ぱ
、
片
浦
以
外
の
み
か
ん
や
、

キ
ウ
イ
な
ど
、
ほ
か
の
果
物
に
も
枠
を
広
げ
、

「
小
田
原
柑
橘
倶
楽
部
」
と
し
て
市
内
全
域

に
取
り
組
み
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
し
い
小
田
原
の
旬
の
み
か
ん

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 .--ｭ

海

片
浦
み
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
i
地
元
に
も
出
回
ら
な
い
、
み
か
ん
の
味

.
1
1士
は
＂

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
小
田
原
み
か
ん
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
「
片
浦
み
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2

0
1
0

」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
も
ぎ
た
て
の
旬
の

ゎ
雙
「
早
生
み
か
ん
」
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
詰
め
、

そ
の
価
値
と
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〇
観
光
課

6
3
3
1
5
2
1

｢
 

二
｛

ん
が
で
き
る
標
高
や
日
照
条
件
な
ど
を
考
え
る
i
咽
＼
｛

.. 
六

と
、
こ
れ
以
上
の
増
産
は
で
き
な
い
の
で
す
。
i

l
鴎

\ 

だ
か
ら
こ
そ
希
少
価
値
が
あ
り
、
お
い
し
い
こ
i
ヽ

、

と
を
知
っ
て
い
る
人
だ
け
に
、
箱
詰
め
さ
れ
て
~
―
i

/ 

直
接
届
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
＇
｀

片
浦
み
か
ん
は
、
限
ら
れ
た
人
だ
け
が
楽
し
一
ぃ

C

ノ
ニ
~
]

}

)

 

む
、
お
い
し
い
冬
の
味
覚
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
~
竺
~

r
 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
貴
重
な
片
浦
み
か
ん
も
、
~
あ

3

み
か
ん
農
家
の
か
た
が
~

た
の
高
齢
化
と
後
継
者
i

不
足
に
よ
り
、
毎
年
み
~

か
ん
畑
が
減
少
し
つ
つ
~

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
~

で
は
近
い
将
来
、
片
浦
~

み
か
ん
は
姿
を
消
し
て
~

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
~

ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
貴
~

重
な
お
い
し
い
み
か
ん
~

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
~

古くからの

みかんの里・片漏

マ
l
l
l
l

い
＇

ー
一
片
浦
み
か
ん
プ
g
ン
ェ
ク
ト

事
務
局
長

和
田
英
明
さ
ん

1
1
 

「
片
瀾
お
か
ん
フ
ロ
ジ
H
ク
ト
2
0
1
0
」

鰭
め
ま
し
た

み
か
ん
の
里
か
ら
の
贈
り
物

12 



絵
手
岳

．
＾
夕
で
い
"
^
'
ぶ

ふ
t
‘
っ
ばL

ふ
ふ

l
g
で
‘
ぃ
;
-
t

ふ
'
v
6
1本v
b
:
9

•
9
~
さ
K
a
r品
、V
ン
と

・
心
を6
r
e
こ
と

r
,す
ミ
．
9

．
が
ぃ
尽
ぅ
芦
ど
士
う

9

F

,

 

矢作小学校のサマースクールにて

市
内
い
く
つ
か
の
小
学
校
の
ほ
か
、
大

人
を
対
象
と
し
た
講
座
や
、
展
示
会
な
ど

で
絵
手
紙
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
忘
橋
浩

子
さ
ん
。
1
2月
1
6
日
に
は
、
国
府
津
小
学

校
5

年
生
の
「
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
出
向
く
予

定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
年
賀
状
を

手
作
り
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
す
。

最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
が
便
利
と
な
っ
た
＿
方
で
、
自
分

の
思
い
を
自

分
の
手
作
り

の
も
の
で
伝

え
る
機
会
が

減
っ
て
い
ま

す
。
個
性
に

あ
ふ
れ
、
世
界
に
1
枚
し
か
な
い
、
貴
重

な
絵
手
紙
。
大
切
な
の
は
、
う
ま
く
書
く

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ヘ
タ
で
い
い
、

ヘ
タ
が
い
い
」
ど
れ
だ
け
相
手
に
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
る
か
が
、
重
要
で
す
。

「
書
い
た
ら
必
ず
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
、

大
切
な
人
に
思
い
を
伝
え
ま
し
ょ
う
」
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
暑
中
は
が
き
作
り
を
し

た
際
な
ど
に
、
蔑
橋
さ
ん
が
そ
う
言
う
と
、

離
れ
て
暮
ら
す
祖
父
母
へ
送
る
と
い
う
子

ど
も
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

1
0
年
ほ
ど
前
に
、
仕
事
を
辞
め
た
と
き
、

友
人
の
勧
め
も
あ
り
、
日
本
絵
手
紙
協
会

の
講
座
を
受
講
。
そ
の
後
、
以
前
か
ら
慣

れ
親
し
ん
で
い
た
卓
球
仲
間
に
、
絵
手
紙

を
広
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場

で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
絵
手
紙
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
ま
し
た
。
絵
手
紙
は
、
気
持

ち
を
送
り
、
伝
え
る
手
段
。
一
局
橋
さ
ん
が

絵
手
紙
の
魅
力
を
広
め
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
の
、
温
か
く
優
し
い
思

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
切
な
人
に
届
き
ま
す
。

窓

E門

心
を
つ
な
く
絵
手
紙
の
魅
力
高
橋
浩
子
さ
ん

「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
ス
を
分
か
り
や
す
く
詠
み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳
の
教

え
を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く

つ
か
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

0
尊
徳
記
念
館

6
3
6
2
3
8
1

こ
の
歌
の
「
人
の
捨
て
ざ
る
」
に
つ
い
て
、

た
だ
ま
さ

尊
徳
の
上
司
に
当
た
る
山
内
黛
正
と
い
う
人

が
「
『
人
の
捨
て
た
る
』
と
い
う
べ
き
だ
」
と

言
っ
た
と
こ
ろ
、
尊
徳
は
「
『
捨
て
た
る
』
と

す
れ
ば
、
捨
て
な
け
れ
ば
拾
え
な
い
こ
と
に

せ
ま

な
り
、
意
味
が
狭
く
な
る
。
ま
た
、
捨
て
た

]
『l

第
二
に
借
金
の
雑
門
と
ひ
ま
つ

ぶ
し
、
第
三
に
富
む
者
の
ぜ
い
た
く
、
第
四

な
ま

に
貧
し
い
者
の
怠
け
な
ど
で
す
。
荒
地
な
ど

は
捨
て
た
土
地
の
よ
う
で
す
が
、
だ
れ
か
が

ひ
ら

切
り
拓
こ
う
と
す
る
と
、
必
ず
持
ち
主
が
い

て
手
が
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
れ
は

無
い
物
で
あ
っ
て
捨
て
た
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
借
金
の
利
息
、
借
り
換
え
な
ど

の
雑
費
も
同
じ
で
、
捨
て
た
物
で
は
な
く
無

い
物
で
す
。
こ
の
ほ
か
富
む
者
の
ぜ
い
た
＜

の
た
め
の
閃
用
や
貧
し
い
者
が
怠
け
る
た
め

の
喪
用
も
同
じ
で
す
。

世
の
中
に
は
こ
の
よ
う
に
、
捨
て
た
の
で

は
な
く
無
い
も
同
然
の
も
の
は
い
く
ら
で
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
物
を
拾
い
集
め

て
国
家
を
建
て
直
す
も
と
に

徳
生尊を
す
れ
ぱ
、
人
々
を
多
く
救
い
、

比
釦
な
お
余
裕
が
あ
る
は
ず
で
す
。

き
に

時
な
し
人
が
捨
て
ず
、
し
か
も
無
い

・
年
る
を少
窃
験
物
（
生
か
さ
れ
て
い
な
い
「
も

。
捨
が
の
」
）
を
拾
い
集
め
る
の
は
、

跡
の
じ

地
人
通
私
は
幼
い
頃
か
ら
努
め
て
き

培
r

こ

栽
で
5

た
道
で
、
今
に
至
っ
た
も
と

こ

苗
．
乙
す
で
す
。
だ
か
ら
よ
く
注
意
し

．
捨
は
か

て
集
め
て
、
世
の
中
を
救
わ

ゃ
ゎ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
（
『
二
宮
翁
夜
話
』
）
。

]
 

生
か
さ
れ
て
い
な
い
「
も
の
」
を
生
か
す
。

そ
れ
は
「
報
徳
仕
法
」
を
行
う
う
え
で
、
最

も
根
本
的
な
考
え
方
で
し
た
。

※
協
力
報
徳
博
物
館
館
長
代
理
齋
藤
清
＿
郎
さ
ん

8
月
5
1
1
月
号
の
記
車
の
副
題
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
(
8月
号
の
「
至
該
」
↓
削
除
／
9
．
1
0月
号

の
「
「
至
絨
j
ー
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
」
↓
削
除

/
1
1
月
号
の
「
「
徳
j
に
報
い
る
道
」
↓
「
先
と
見
通
し
て
鑓
え
る
」
）

じ
か
し
ひ
と
す
も
の

昔
よ
リ
人
の
捨
て
ざ
る
な
き
物
を

あ
っ
た
み

ひ
ろ
ひ
集
め
て
民
に
あ
た
へ
む
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平
成
2
1
年
度
決
算
で
は
、
純
利
益
は
約
8
,

9
0
0

万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
約

4
,
2

0
0

万
円
と
比
較
し
て
、
お
よ
そ
2

倍
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
料
金
収
入
の
減
少
以

上
に
、
経
喪
を
削
減
す
る
な
ど
、
支
出
の
抑

制
に
努
め
た
結
果
で
す
。

一
方
で
、
市
の
水
道
事
業
で
は
こ
れ
ま
で

に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
残
高
が
約
1
1
7

「
水
道
事
業
」
は
、
税
金
ぢ
ど
で
賄
わ
れ
る
市
の
一
般
会
計
の
事
業

と
は
異
な
り
、
水
道
を
利
用
す
な
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
な
ど
に
よ
る
、

独
立
採
算
制
の
地
方
公
営
企
業
と
し

1t
"
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
市
の
「
水
道
事
業
」
が
置
る
点
現
状
々
と
、
五
課

題
~
を
お
知
ら
せ
し
直
「
す
。
●
営
業
課

6
4
1
1
2
0
2

ー
水
道

い
つ
ま
で
も

安
心
で

お
い
し
い

位
2
,
1
0
0

万
円
も
あ
り
、
健
全
経
営
を
行
っ

て
い
く
う
え
で
こ
れ
以
上
借
入
金
を
増
や
す
こ

と
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
借
り

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽

管
の
更
新
と
い
っ
た
重
要
な
事
業
を
行
う
た
め

の
財
源
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
財
政
（
平
成
2
1年
度
の
決
算
報
告
）

め
に
＂
＂

課
題
ー

平成21 年度決算

収入
28但2,400nPJ

減価償却費
10饒2,800万円

水道の施設などを耐用
年数に応じて各年度こと

に必要経費として計上す
る費用

緩常縫費
13億200万円

取水した水を浄水し、
家庭へ水道水を届ける

ための施設の維持管理、
人件費など

支出
27位3,500li円

純利益は、翌年度以降の施設

の建設や企業債惧棗の財源とし
て積み立てられ、将来のために
計画的に使われます。

--·······------------.........。
,•·.嗚

l l 
ヽ．．．9ｷｷ------- ----ｷｷｷｷ ••••···········••••• 

不足分

10億8,000万円

不定分は、これまでの
純利益などで補てんし
ました。

4• 5, 
設の整備

補助金など
1億3,100万円

一般会計や国からの補助金など

企纂債償遍金
6億3,000万円

国などからの借入金の
元金返済金

ノ

疇改良賣
1093,100万円

水道施設の建設や修繕、
水道管の布設や改良な

どの事業費

収入
5位8,100ガ円

支lli
16位6,1OOlill) 

収益的収支
水道水を、家庭に送り届けるまでの財源と経四。

主な収入は皆さんの水道料金です。

資本的収支
水道施設の建設、水道管の布設などに必要な財源と経門。
主な収入は国などからの借入金や補助金です。
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水道水つて…

鵞‘？翌‘？
ふだん水道水を使っていても、

そのときの水道料金は分かリに
くいものです。そこで、水道料

金を身近なものに置き換えてみ
ましょう。

市の水道水1 立方メートル当た

りの平均水道料金は約123円で

す。これを500ミリリットルのペッ

トボトルに換算すると 1 本の値段
は約0.06円です。

また、 300リットルのお風呂を

いつばいにするには、 36.9円か
かる計算になります。

デ
一-

印直

こ~111=0.06円

本
市
の
水
道
管
の
総
延

長
は
約
7
4
6

キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
。

鉄
道
で
い
う
と
、
J
R

小
田
原
駅
か
ら
広
島
県
尾

道
駅
ま
で
の
線
路
の
長
さ

に
相
当
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

は
約
2
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

耐
化
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
の
耐
震
補
強

や
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
も
必
要
で
す
。

こ
れ
に
は
、
平
成
2
1
年
度
か
ら
1
0
年
間
で
総
事

業
野
が
約
1
2
8

位
円
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
財
源
を
ど
う
捻
出
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

尾道

會…．．．．．．．．．．．．．． 小田原
..* 

〇
芹
開
｀
備

水
道
事
業
収
入
の

根
幹
で
あ
る
水
道
料

金
収
入
は
、
皆
さ
ん

の
節
水
意
識
の
向
上

や
企
業
の
経
費
節
減

な
ど
に
よ
り
、
平
成

7

年
度
以
降
、
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。

純
利
益
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
1
7
年

度
以
降
は
、
販
売
単

価
が
製
造
原
価
を
下

回
る
「
原
価
割
れ
」

の
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
採
算
が
取
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

水道料金

純利益

1 立方メートル当たりの販売単価 (A)

1 立方メートル当たりの製造原価 (B)

差し引き (A-8)

平成7年度

34億2,400万円

6億6,800万円.. 
I 

140.28円

126.92円

13.36円

平成21年度

25億6,100万円

8,900万円

122.85円

128.98円

-6.13円

◎
減
り
続
け
る
料
金
収
入

安
心
で
お
い
し
い
水
を
届
け
る
た
め
に

5

安
定
経
営
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
料
金
改
定5

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

水
道
局
で
は
業
務
の
民
間
委
託
化
や
経
四
削

減
な
ど
の
経
営
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
、
必
要
な
施
設
更
新
の
た

め
の
事
業
四
と
将
来
の
水
道
料
金
収
入
の
見

通
し
を
考
慮
す
る
と
、
健
全
経
営
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
道
事
業
経
営
の
健
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
2
1
年8
月
に
「
小
田
原

市
水
道
料
金
審
議
会
」
を
設
置
し
、
議
論
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
「
水
道
事
業
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
水

道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
」
と
す
る
答
申

が
、
平
成
2
2
年3
月
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
安
心
で
お
い
し

い
水
を
お
届
け
す
る
た
め
の
、
財
瀕
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の
「
分
野
別

か
ら
探
す
」
の
「
喜
ら
し
・
環
境
」

内
の
「
水
道
」
を
ク
リ
ッ
ク
。
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〈連載〉

あの日ぁのとき
小田原

市ヽ制施行から70年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かしい面影など、
小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

こども文化博覧会の楽しかった思い出

¥
'
¥
 

`
[
J
賃

心

市
制
1
0
周
年
を
迎
え
た1
9
5
0

年

「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
と
希

望
を
失
わ
な
い
よ
う
に
」
「
楽
し
く
、
面
白

く
、
た
め
に
な
る
子
ど
も
の
た
め
の
博
覧

会
を
」
と
い
う
思
い
の
皆
さ
ん
が
尽
力
し
、

城
址
公
園
を
会
場
に
「
小
田
原
こ
ど
も
文

化
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
制
1
0周
年
記
念
事
業

小
田
原
こ
ど
も
文
化
博
覧
会

國副の信1葉I

「飯泉観音」

引抽選会に
なドキドキ

小田原ふるさとの原風景百選

夢
と
希
望
を
運
ぶ
博
覧
会

ゆ
う
び
ん
館
、
で
ん
し
ん
・
で
ん
わ
館

や
観
光
館
、
産
業
館
、
野
外
劇
場
な
ど
が

建
設
さ
れ
た
城
址
公
園
。
当
時
の
鈴
木
十

飯泉山勝福寺（板泉観音）では 12月 17 日・ 18日の2日間、

関東地方で一番早いだるま市が開かれます。

境内にはだるまを売る露店が並び、商売繁盛、家内安全を願う

人々で賑わいます。

昨
年
9

月
に
亡
く
な
っ
た
、
小
田
原
の

ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
象
の
ウ
メ
子
は
、
こ
の

「
小
田
原
こ
ど
も
文
化
博
覧
会
」
を
き
っ

か
け
に
、
タ
イ
か
ら
は
る
ぱ
る
や
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
5
9
年
も
の
間
、
小

田
原
を
見

守
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で

す
。
来
園
当

時
は
体
長
1

2
7

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の

小
さ
な
象
で

し
た
。

「ターザンとウメ子」は注目の的でした

象
の
ウ
メ
子

郎
市
長
は
、
開
会
の
挨
拶
の
中
で
「
…
科
学
、

芸
術
、
産
業
、
娯
楽
な
ど
の
世
界
に
対
す

る
子
ど
も
さ
ん
が
た
の
あ
こ
が
れ
を
満
た

し
、
知
識
と
教
養
の
泉
と
な
り
得
る
こ
と

を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
」
と
博
覧
会
へ
の

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
時
の
広
報
紙
に
は
「
関
東
地

方
で
初
の
文
化
博
覧
会
に
は
、
遠
方
か
ら

お
客
様
が
小
田
原
に
来
る
。
ほ
こ
り
っ
ぽ

い
道
路
に
水
を
ま
い
て
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
で
お
迎
え
し
よ
う
」
と
い
う
市
民

の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
覧
会
を

待
ち
わ
び
た
市
民
の
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
小

田
原
に
対
す
る
温
か
い
思
い
を
か
い
ま
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゅうびん館、でんしん・でんわ館は大賑わいでした

No.68 



70周年記念イベント
＇■:-—.ー・-●l●.●●.●.

■本館1~3階

く展示等＞
【時間】 10:00~18:00

●地場農産物や福祉団体手作りパン

などの即売

●小田原おでんカー

●「セピア色の写真展」
●小・中学生の「小田原の未来図」
絵画展

●無尽蔵プロジェクトなどの作品展
示や活動紹介

●相模人形芝居「下中座」公演

(12:00~13:00) 

●小田原・懐かしのビデオ上映

期日：12月 19日（日）
場所：市民会館

※すべて観覧自由です。

■大ホール

く記念式典（功労表彰等）＞
【時間】 10:00~11:30 

く記念イベント＞
【時間】 14:00~16:00

●オープニング 小田原北條太鼓

●柳家三三師匠

●小田原少年少女合唱隊

●オダワラのチカラ！ The Movie 

●未来を語る パネルディスカッション

（白井貴子さん、市内高校生、

加藤市長ほか）
• ODAWARA えっさホイおどり
（総おどり）

「市民みんなが参加」をコンセプトに市民実行委員会では市制70周年記念事業

ブログを開設しています。このブログでは、委員会が主催するイベント内容を発信

していきます。また、コメントを書き込むことができますので、会場に行けないかた

もぜひブログを活用し、参加してください。

1 広根おだわら『市制70周年記念特集号」2010年12月号

みんなで祝う
市制70周年

市制70周年記念事藁
市民実行委員会委員

永田浩一さん

今年70歳になる小田原市。その

「誕生会」を、たくさんのかたとお

祝＼ヽしようと、さまざまな知恵を出し

合ってきました。

イベントのタイトルはその名も「オダ

ワラのチカラ」。このまちが持つ 1 つ

1 つの力を見つめ直し、結集するこ

とで、来場者にも主催者になっても

らえるような、今までにな＼ヽ市民参

加型の記念イベントにしていきます。

この地に根付いた伝統や歴史を

大切にしながらも、そこから生まれ

てくるもの、産業や芸術など、これ

からの小田原を支える虹色の芽が、

このイベントを通して生まれ、成長し、

小田原を支える柱となってくれたらと

期待しています。

新し＼ヽオダワラのチカラ•••それは
皆さんの中にあリます。

筋］Gへ王
0| ~"イベ公．””"” 朽？ヘャ



1
9
4
0
(
昭
和
1
5
)年…
●
小
田
原
町
・
足
柄
町
・
大
窪
村
・
早
川
村
・
酒
匂
村
の
＿

部
が
合
併
し
て
小
田
原
市
と
な
る

1
9
4
8

（
昭
和2
3
)年
…
●
下
府
中
村
と
合
併

1
9
4
9

（
昭
和2
4
)年
…
●
小
田
原
競
輪
が
始
ま
る

1
9
5
0
(
昭
和
2
5
)年…
●
桜
井
村
と
合
併

●
こ
ど
も
文
化
博
覧
会
開
催

●
こ
ど
も
遊
園
地
・
動
物
園
開
園

1
9
5
4

（
昭
和2
9
)年
…
●
豊
川
村
・
酒
匂
町
・
国
府
津
町
・
上
府
中
村
・
下
曽
我
村
・

片
浦
村
と
合
併

1
9
5
5

（
昭
和3
0
)年…
●
郷
土
文
化
館
、
城
山
庭
球
場
、
城
山
陸
上
競
技
場
完
成

●
「
第
1
0回
国
民
体
育
大
会
」
で
本
市
が
軟
式
庭
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
に

1
9
5
6

（
昭
和3
1
)年…
●
曽
我
村
の
＿
部
が
分
村
合
併

1
9
5
8

（
昭
和3
3
)年…
●
市
立
病
院
開
業

1
9
6
0
(
昭
和
3
5
)年…
●
小
田
原
城
天
｛
寸
閣
完
成

1
9
6
2

（
昭
和3
7
)年
…
●
市
民
会
館
開
館

●
市
連
合
自
治
会
（
現
ら
日
治
会
総
連
合
）
が
組
織
さ
れ
る

1
9
6
4

（
昭
和3
9
)年
…
●
東
海
道
新
幹
線
小
田
原
駅
開
業

1
9
6
9

（
昭
和4
4
)年…
●
第
1

回
小
田
原
市
小
学
校
体
育
大
会
開
催

●
小
田
原
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

1
9
7
0
(
昭
和
4
5
)年
…
●
御
幸
の
浜
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

1
9
7
1

（
昭
和4
6
)年
…
●
橘
町
と
合
併

●
小
田
原
城
常
盤
木
門
完
成

1
9
7
6

（
昭
和5
1
)年
…
●
荻
窪
に
市
役
所
庁
舎
完
成

1
9
8
0
(
昭
和
5
5
)年
…
●
中
央
公
民
館
（
現
」
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
）
完
成

●
小
田
原
市
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団
（
現
i
（
社
）
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
）
発
足

●
栃
木
県
今
市
市
（
現

1
日
光
市
）
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

1
9
8
1

（
昭
和5
6
)年
…
●
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

と
海
外
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

1
9
8
2

（
昭
和5
7
)年
…
●
い
こ
い
の
森
オ
ー
プ
ン

1
9
8
8

（
昭
和6
3
)年
…
●
尊
徳
記
念
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

1
9
8
9

（
平
成
元
）
年
…
●
小
田
原
北
條
太
鼓
の
会
結
成

1
9
9
0
(
平
成
2
)年
…
●
「
と
き
め
き
小
田
原
夢
ま
つ
り
」
開
催

●
石
垣
山
＿
夜
城
歴
史
公
園
、
辻
村
植
物
公
園
、
小
田
原
球

場
オ
ー
プ
ン

1
9
9
1

（
平
成3
)年
…
●
と
き
め
き
国
際
学
校
ス
タ
ー
ト

●
第
1

回
ク
リ
ー
ン
さ
か
わ
実
施



1
9
9
2

（
平
成4
)年
…
●
生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
そ
し
ぎ
オ
ー
プ
ン

1
9
9
3

（
平
成5
)年
…
●
第

1

回
市
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

1
9
9
4

（
平
成6
)年
…
●
「
シ
ル
バ
ー
大
学
」
開
講

●
か
も
め
図
書
館
、
小
田
原
文
学
館
オ
ー
プ
ン

●
新
消
防
本
部
庁
舎
完
成

●
小
田
原
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

●
第
1

回
少
年
少
女
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ル
ー
ズ
実
施

1
9
9
5

（
平
成7
)年
…
●
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
、
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
オ
ー
プ
ン

1
9
9
6

（
平
成8
)年
…
●
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
、
鴨
宮
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

1
9
9
7

（
平
成9
)年
…
●
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
、
小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
プ
ン

1
9
9
8

（
平
成1
0
)年…
●
小
田
原
城
銅
門
、
歴
史
見
聞
館
、
白
秋
童
謡
館
オ
ー
プ
ン

●
「
第5
3回
国
民
体
育
大
会
」
で
本
市
が
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
に

1
9
9
9

（
平
成1
1
)
年
…
●
第
1

回
城
下
町
お
だ
わ
ら
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
開
催

2
0
0
0
(
平
成
1
2
)年…
●
全
国
で
初
め
て
特
例
市
に
移
行

2
0
0
1

（
平
成1
3
)年…
●
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
松
永
記
念
館
老
欅
荘
、

小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
オ
ー
プ
ン

2
0
0
3

（
平
成1
5
)年…
●
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路
「
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
」
開
通

2
0
0
4

（
平
成1
6
)年…
●
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
、
高
校
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

2
0
0
5

（
平
成1
7
)年
…
●
城
北
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
オ
ー
プ
ン

●
小
田
原
映
画
祭
シ
ネ
マ
ト
ピ
ア
2
0
0
5

、
第
1

回
サ
ポ

セ
ン
祭
り
「
は
．
に
・
わ
」
開
催

2
0
0
6

（
平
成1
8
)年…
●
小
田
原
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
百
選
決
ま
る

2
0
0
7

（
平
成1
9
)年
…
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
・
F
M
お
だ
わ
ら
開
局

●
橘
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
こ
ゆ
る
ぎ
オ
ー
プ
ン

●
第
1
回
小
田
原
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
開
催

2
0
0
9

（
平
成2
1
)年…
●
お
だ
わ
ら
T
R
Y
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

●
象
の
ウ
メ
子
死
亡

●
事
業
仕
分
け
実
施

●
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

2
0
1
0
(
平
成
2
2
)年…
●
片
浦
中
学
校
閉
校

●
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
全
面
オ
ー
プ
ン

●
地
域
別
計
画
完
成

ど
ん
ぶ
り

●
ふ
る
さ
と
食
の
祭
典
（
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
お
だ
わ
ら
2
0
1
0

D
7

な
ど
）
開
催



市
制
4
0周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
甥
の
日
記
よ
リ
2
0
1
0

年
1
2月
2
0日
」
で
市
長
賞
を
受
賞

山
崎
雅
史
さ
ん
川
崎
市
麻
生
区
在
住

「
市
制
7
0
周
年
の
式
典
に
水
素
自
動
車
で
：
．
」

3
0
年
前
、
現
在
の
小
田
原
を
夢
の
よ
う
な
近
未

来
都
市
と
し
て
語
っ
た
、
山
崎
さ
ん
。

「
中
学
生
な
が
ら
、
理
想
と
す
る
都
市
基
盤

の
整
備
や
広
域
行
政
の
在
リ
方
に
つ
い
て
真

剣
に
思
い
描
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
今
の
小
田
原
の
、
景
観
に
配
尾

し
た
、
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
や
、
地
震

に
強
い
ま
ち
づ
く
リ
な
ど
の
充
実
は
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
、
当
時
の
作
文
を
振
リ
返
る
山

崎
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
に

満
ち
あ

5
れ
て
い
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物
と
住
め
る
ま
ち
に
一

な
っ
た
ら
い
い
な
：
・
」
2
0
年
前
、
人
間
と
自
然
一

が
共
存
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
リ
を
、
小
学
校
1

i

年
生
の
純
粋
な
気
持
ち
で
つ
づ
っ
た
石
井
さ
ん
。
i

久
し
ぶ
リ
に
里
帰
リ
し
た
こ
の
日
、
小
田
原
i

駅
に
近
づ
く
車
窓
に
映
っ
た
雄
大
な
相
模
湾
、
i

箱
根
の
山
々
や
富
士
山
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
i

「
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
小
田
原
の
『
原
風
景
』
に
、
i

地
元
へ
帰
っ
て
き
た
ワ
ク
ワ
ク
や
我
が
家
の
安
一

ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
」
と
、
瞳
を
輝
か
せ
ま
す
。
i

す

蛍
や
メ
ダ
カ
が
棲
む
小
川
、
れ
ん
げ
の
花
が
一

咲
く
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
、
通
学
路
の
あ
じ
さ
い
i

大
学
卒
業
と
同
時
に
、
小
田
原
を
離
れ
、
約
2
0
年
。
i

お
か
げ
で
、
小
田
原
の
こ
と
を
外
か
ら
客
観
的
一

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
~

「
小
田
原
は
首
都
圏
と
地
方
の
『
都
市
』
の
よ
一

い
と
こ
ろ
を
併
せ
持
ち
、
い
い
意
味
で
田
舎
の
i

温
か
さ
が
あ
リ
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
再
認
識
す
i

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
誇
リ
を
持
ち
―

続
け
て
い
て
ほ
し
い
で
す
」

「
都
市
化
と
と
も
に
『
個
』
が
尊
重
さ
れ
る
中
i

に
あ
っ
て
も
、
暮
ら
し
て
い
る
人
が
協
力
し
合
i

い
、
地
域
が
地
域
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
な
、
i

た

温
か
さ
は
何
十
年
経
っ
て
も
絶
対
に
失
わ
な
い
i

市
制
5
0周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
こ
ん
な
ま
ち
に
す
み
た
い
な
」
で
市
長
賞
を
受
賞

石
井
華
さ
ん
茨
城
膿
つ
く
ば
市
在
住

に
か
た
つ
む
リ
、
今
も
変
わ
ら
な
い
小
田
原
の

自
然
が
、
石
井
さ
ん
の
お
気
に
入
リ
で
し
た
。

学
業
や
仕
事
の
関
係
で
小
田
原
を
離
れ
て
5

年
。
酒
匂
川
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
お
い
し
い
水
、

楽
し
か
っ
た
小
中
学
校
の
給
食
、
便
利
で
快
適

な
交
通
網
：
．
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い

た
幸
せ
は
、
小
田
原
な
ら
で
は
の
貴
重
な
も
の

だ
っ
た
と
気
つ
き
、
感
謝
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

「
中
学3
年
生
の
と
き
、
で
き
た
ば
か
リ
の

小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
試
合
を
し
た
こ
と

や
、
暗
く
て
細
か
っ
た
家
の
前
の
道
が
広
く
整

備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
が
大
切
な
思
い

で
ほ
し
い
で
す
」
と
、
願
い
も
込
め
て
ふ
る
さ

と
の
将
来
像
を
語
リ
ま
す
。

時
代
は
流
れ
、
ま
ち
の
風
景
が
変
わ
っ
て
も
、

山
崎
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
も
変
わ
ら
ず
小
田
原

は
大
切
な
ふ
る
さ
と
な
の
で
す
。

出
で
す
。
便
利
で
快
適
な
ま
ち
に
進
化
し
な
が

ら
も
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
リ
を

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

小
田
原
を
離
れ
た
か
ら
こ
そ
再
確
認
で
き
た

「
や
っ
ぱ
リ
小
田
原
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。




